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研究成果の概要（和文）：学士課程教育の一環としての4年次教育の学びのプロセスに着目し、大学教育の集大
成とされる4年次教育はどのような意味で「集大成」なのか、その内実を実証的に検討した。(1)4年次教育にお
ける教授・学習環境を下支えする学習メカニズムの横断的検討、(2)初年次から4年次に至る学びの軌跡を明らか
にする 縦断的検討、(3)4年次教育における学びのプロセスを体系的に理解するための理論的検討という3つの研
究課題に取り組む中で、学習研究の視点から専門教育における学修と学業への意味づけの変容に迫ることができ
た。加えて、4年次教育における学びのプロセスを把握する方法を提案することができた。 

研究成果の概要（英文）：As part of the undergraduate curriculum, the fourth-year education is 
considered the culmination of university education. This study aimed to empirically examine the 
meaning of the fourth-year education as a "culmination" by focusing on the learning process. Three 
research tasks were undertaken: (1) a cross-sectional investigation of the learning mechanisms that 
support the teaching and learning environment in fourth-year education, (2) a longitudinal 
examination of the learning trajectory from the first year to the fourth year, and (3) a theoretical
 examination to systematically understand the learning process in fourth-year education. Through 
these investigations from a perspective of learning research, insights into the transformation of 
meaning and significance in specialized education and academic pursuits were obtained. Additionally,
 concrete methods for grasping the learning process in fourth-year education were proposed.

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学位プログラムの最終段階で課される卒業研究は、大学の教育成果を把握する上で重要な位置づけが与えられて
いるものの、学習者の学びの視点からその内実は明るみにされてこなかった。本研究では、卒業研究における学
びの生態に接近する上で、社会文化的視点が有効となることを実証的に論じた。4年次教育における学習研究の
理論的発展につながる視点を見出した点に、学術的意義が認められる。また学士課程における研究教育は国際的
に重要性を増しているが、卒業研究を中心とした学びに着目した本研究の知見は、大学が社会に対しどのような
意味でそれが「学びの集大成」と言い得るのか、検討の手がかりを提供できる点に、社会的意義が認められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

学位プログラムの最終段階で課される卒業研究は、大学の教育成果を把握する上で重要な位

置づけが与えられているものの、学習者の学びの視点からその内実は明るみにされてこなかっ

た。本研究は、学士課程教育の一環としての 4年次教育の学びのプロセスに着目し、卒業研究を

中心とする学習研究の蓄積に寄与することを目指すものである。卒業論文等を授業科目として

設けている大学は 9 割を超え、学士課程における研究教育については国際的に重要性を増して

おり、学問領域別に少しずつ蓄積が進んでいる。特に、一部の 4年次学生調査の結果からは、卒

業研究に取り組む目的について教員と学生との間で認識がずれていることが明らかにされてお

り、こうした点に着目した学習研究がより一層求められる状況にあると言える。ただし、その具

体的な方法については整備されておらず、学習研究の視点から検討が求められる状況にあり、方

法論についても検討すべき課題となっている。 

 

２．研究の目的 

以上の背景を踏まえながら、本研究では、4年次教育における学びのプロセスを体系的に明ら

かにする視点を提出することを目的とした。本研究では特に、4年次教育の中でも卒業研究に着

目し、(1)4 年次教育における教授・学習環境を下支えする学習メカニズムの横断的検討、(2)初

年次から 4 年次に至る学びの軌跡を明らかにする縦断的検討、(3)4 年次教育における学びのプ

ロセスを体系的に理解するための理論的検討という 3つの研究を進めることとした。 

 

３．研究の方法 

(1)4 年次教育における教授・学習環境を下支えする学習メカニズムの横断的検討では、先行

する 4 年次対象のアンケート調査研究の文献レビューから、縦断的なインタビュー調査のため

の視点の抽出を行った。(2)初年次から 4年次に至る学びの軌跡を明らかにする縦断的検討では、

異なる専門分野の学生を対象に、半構造化インタビューにより追跡調査を行った。さらに(3)4 年

次教育における学びのプロセスを体系的に理解するための理論的検討では、得られたデータを

手がかりに、社会文化的研究の知見と関係づけながら、卒業研究を中心とした学習研究のための

方法論の提起を行った。 

 

４．研究成果 

まず、(1)4 年次教育における教授・学習環境を下支えする学習メカニズムの横断的検討につ

いては、卒業研究ゼミにおける教授・学習過程に焦点を絞って以下の点を明らかにした。多様で

固有な卒業研究ゼミでの学生の学びを横断的に検討する上では、(a)講義形式の学びとの対比に

よる、学生自身に経験される卒業研究を通した学びの諸形態の教授学習論的検討、(b)卒業研究

にみられる協同による学びの身体論的検討、(c)ゼミを中心とする実践共同体にまつわる社会文

化的検討、(d)卒業研究で扱われる知識との関連にみられる、学びの志向性に関する認識論的検

討という 4つの観点から整理できることを示した。 

また、(2)初年次から 4年次に至る学びの軌跡を明らかにする縦断的検討では、専門分野の異

なる 5名の学生を対象に、半構造化インタビューによる質的調査から、学びのプロセスを分析的

に明らかにした。研究期間に生じたコロナ禍の影響もあり、十分な協力者は得られなかったもの

の、特にそのうち 3名(社会科学系 2名、人文科学系 1名)については、継続的な追跡調査も可能

となり、学習研究の視点から専門教育における学修と学業への意味づけの変容に迫ることがで

きた。さらに、卒業研究での学びのプロセスについては、教員と学生との間にみられる認識のズ



レがこれまでにも指摘されてきたが、その内実を明らかにする上では、教員と学生との間にみら

れる相互作用の共変化過程を描写し、その様相を縦断的に検討することが有効であることを論

じた。具体的には、卒業研究で維持・発展するゼミ文化を記号発生の観点から捉える文化心理学

的アプローチを活かすことにより、卒業研究ゼミの変容過程における学びの様相を描けること

を示した。その際には、近年発展のみられる、ヴァルシナー (Valsiner, Y.)の文化心理学的ア

プローチの適用可能性やレイヴ(Lave, J.)の状況的学習論において未検討とされていた教え手

固有の位相の再定位を図るポスト状況派に関する理論も手がかりとした。 

そして、(3)4 年次教育における学びのプロセスを体系的に理解するための検討においては、

方法論的な観点から、4年次教育における学びのプロセスを理解するのに、量的方法、質的方法

を効果的に組み合わせ、その分析過程の統合をはかる混合研究法の知見に根差した方法を提案

できた。一方、4年次の学生の学びのプロセスにみられる多様性や個別性については、社会文化

的な視点に根ざした、学生の学びの生態に接近する方法論の蓄積が一層必要とされることを議

論できた。 
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